
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界の海などへ流出されたプラスチックごみは 2,200 万トン(2019 年)（中日新聞 2022 年 8 月 1 日夕刊

掲載による）今日 1 日の目標では０．５トン、それでも新居高校が 40 年以上続けているこのボランティアで集

めたごみの量は 22 トンを超えています。わたしたちの小さな活動の取組が大きな力に！！ 

海洋汚染が深刻 

海洋ごみのうち、特にプラスチックごみが環境に及ぼす影響は深刻 

①生物への影響 

クジラやウミガメ、海鳥が海を漂うプラスチックゴミをエサだと 

勘違いして誤食してしまうケースが相次いで発見されています。 

②観光や居住環境の悪化 

海に大量のプラスチックゴミが長い間放置されれば衛生上の問題が発生するなど、わたしたちの生活にも影響

を及ぼします。新居の海岸はわたしたちが動かないと守れません。 

③放置した先の未来は 

 漁業も大事な産業の一つ。プラスチックごみは、船舶の故障の直接の原因になります。さらに、細かく砕けて

5mm 以下になったマイクロプラスチックが発生すると体の小さな魚も食べてしまいます。これまでにアジ、サ

バ等の体内からマイクロプラスチックが検出されていて、海洋生物全体に広がっていることがわかっています。

マイクロプラスチックはその大きさゆえに回収が困難です。わたしたちの先の未来へ大切な海を守ろう！ 

近隣住民の皆様へ（お願い） 

今年度の「新居高校・海岸清掃奉仕活動」は 10 月 15 日（火）の午後、実施いたします。その際、約 450 名

の生徒・教職員が、学校と新居浜海岸との間を徒歩で移動することとなります。近隣にお住いの皆様には御迷惑

をおかけいたしますが、生徒の成長に欠かすことのできない大切な学校行事でありますので、御了承くださいま

すようお願いいたします。 

１ 日 時  令和６年 10 月 15 日（火） 

２ 行 程  （行き）新居高校 ⇒ 住吉公民館 ⇒ 新居浜海岸 ※午後１時頃より 30 分間程度 

         （帰り）新居浜海岸 ⇒ 住吉公民館 ⇒ 新居高校 ※午後２時 10 分頃より 30 分間程 

  ３ 延 期  令和６年 10 月 21 日（月）上記２の日程のとおり実施します。 

静岡県立新居高等学校は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

2023年度第 13回ふるさと貢献賞・学校の部受賞 令和 6年小さな親切運動実行賞受賞   

静岡県立新居高等学校 海岸清掃 

SDGｓの取組を実践しています。 

 
 

新居高校は伝統の海岸清掃奉仕活動で 

 

SDGｓアマモ再生事業部会 連携事業 


